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北端：択捉島カモイワッカ岬
北緯45度33分28秒
東経148度45分14秒

西端：与那国島西崎
北緯24度26分58秒
東経122度56分01秒

南端：沖ノ鳥島
北緯20度25分31秒
東経136度04分11秒

東端：南鳥島
北緯24度16分59秒
東経153度59分11秒

　今号は、｢日本付近の地震活動｣です。日本付近では、地震がたくさん発

生しています。表紙には、1984年から2006年にかけての日本付近で発生し

た地震の震央分布（マグニチュード5.0以上）を示しています。日本の国土

面積が全世界の陸地面積の0.25％であるにもかかわらず、世界中の地震の

10％程度が日本とその周辺で発生しています。

　また、陸地のうち黄色に塗られているのは標高500ｍ以上の山地です。日

本列島は背骨のような山脈が連なっており、太平洋側と日本海側に分かれ

ているのがわかります。

　私達は、このような厳しい自然条件の中で暮らしています。

出典 ： 地震の震央データ〈1984年から2006年〉（自然科学研究機構 国立天文台）

　　  （経度及び緯度については世界測地系〈国土地理院〉）

MSA-QS-66
JIS Q 9001-2000（ISO9001：2000）
認証取得1998/6/17　更新2007/6/20



財
団
法
人　

国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

JICE R
EPO

R
T

2008／第13号

2
0
0
8　
第　

  

号 

REPORT  OF  JAPAN  INSTITUTE  OF  CONSTRUCTION  ENGINEERINGREPORT  OF  JAPAN  INSTITUTE  OF  CONSTRUCTION  ENGINEERING

ISSN 1347-4502

財団
法人国土技術研究センター

財団
法人国土技術研究センター

Trademark of American Soybean Association

2008.07

13

北端：択捉島カモイワッカ岬
北緯45度33分28秒
東経148度45分14秒

西端：与那国島西崎
北緯24度26分58秒
東経122度56分01秒

南端：沖ノ鳥島
北緯20度25分31秒
東経136度04分11秒

東端：南鳥島
北緯24度16分59秒
東経153度59分11秒

　今号は、｢日本付近の地震活動｣です。日本付近では、地震がたくさん発

生しています。表紙には、1984年から2006年にかけての日本付近で発生し

た地震の震央分布（マグニチュード5.0以上）を示しています。日本の国土

面積が全世界の陸地面積の0.25％であるにもかかわらず、世界中の地震の

10％程度が日本とその周辺で発生しています。

　また、陸地のうち黄色に塗られているのは標高500ｍ以上の山地です。日

本列島は背骨のような山脈が連なっており、太平洋側と日本海側に分かれ

ているのがわかります。

　私達は、このような厳しい自然条件の中で暮らしています。

出典 ： 地震の震央データ〈1984年から2006年〉（自然科学研究機構 国立天文台）

　　  （経度及び緯度については世界測地系〈国土地理院〉）

MSA-QS-66
JIS Q 9001-2000（ISO9001：2000）
認証取得1998/6/17　更新2007/6/20


